
武 蔵 野 に 住 ん で

山 鹿 誠 次

東京の西弧 武蔵野の一隅である小金井に居をかまえてか ら約 15年,その間に周囲の様子はずいぶ

ん変 ったoは じめはかなD多かった雑木林や畑 も, しだいに少な くをD.市内には 2000戸の住宅団

地 もあれば, 13階建のマンシ ョンも建 った｡

都市 と村落の入 Dまじるところが郊外であれ そ こでは都市側が常に攻勢に立つ.Ef]園のただ中に工

場や学校ができたD.農村の中-住宅が くいこんだ bして.都市化が進んでい くo しか し.一見 混沌

とした郊外の変容 も.ていねいに調べてみると.武蔵野の 自然や開発のあゆみ,そこへ波及する都市化

の原理があって.それ らが現在の武蔵野における諸現象の地域的配列に投影 していることがわかったo

hま.府中か ら小金井,′J＼平,東村山のあたDで.武蔵野 を南か ら北-縦断 してみると,古い集落と

新 しい都市的施設が交互にあらわれて.一つの縞模様をつ くっている.甲州街道の古い宿場町,その北

僻の新 しい住宅地や=場群,武蔵野を二段に分つ段丘崖にそ って発達 した古い泉集落.中央線にそ う新

しい都市.五日市街道ぞいの新田集落 とい った具合である. 図は この断面を模式的に示 している｡

武蔵 野 の 南 北 断 面
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このようを配列は どこか ら生 じたのであろうか｡地下水層が深 く,水の乏 しい武蔵野台地では,普

ず水が 自然に得 られ る台地の末端,段丘崖の泉地帯,丘陵 に くいこんだ谷戸などに人は住みつレーた｡

次に玉川上水が台地の尾根にひかれ, これによって青梅街道や五 日市街道ぞいの新田集落が生れた｡

- 101-



こうした武蔵野の農村-.東京の膨脹によって都市的施設が進入 してきたOその場合,新施設は古い

集落 をさけて.その中間に くいこんでいくことが多い｡これは都市的施設のために農村が土地を手ばを

す場合 ｣投に農家の宅地や耕地をのこして,農村の中間にある山林から先に手ばをしていくためであるoそこ

は もと薪炭や堆肥用の草刈場で,耕地に くらべれば農業上の重要度は少なく,他方進出する都市側にと

フては,地価が比較的安 く,広 くまとまった土地を得 ることができるO

このため山林部から都市化がはじまるわけであるoたとえ怯 青梅街道五日市街道にそって古い新田集落があれ

そのたんざく型地割の背後にある山林地-,'｣＼平学園町や旧聾軍施設が入 D,現在後者 は小平団地や

建設大学校などになっているO五日市街道 と泉集落の間や,青梅街道 と谷戸集落の問にも.旧軍施設が

入 D.現在は大学や=場などに利用されている｡泉集落と甲州街道の間にも.東芝工場.多摩霊園など

が入 っている.

こうして旧董村 と都市的施設が交互にあらわれ縞状の配列を示すようになったのであるOつまD,こ

の ようを新旧集落の配列や土地利用の現在に.かっての武蔵野の開発の姿がの こっているといえ よう.

武蔵野に住み.周囲を歩いているうちに,私は以上のことを考えてみた.地域にあらわれた現象の中

か ら, これを系統だて,一つの理法 を求めてい くことが.地理の研究法の一つでは夜いかと思 うからで

ある｡

悲 憤 交 響 曲

別 技 篤 彦

A大尉は私がジャワにいたとき親 しくつきあっていた将校である. 彼は美術学校 (今の芸大 )出の新

進の洋画家であった｡少尉で召集された彼は開戦以来ジャワ派遣軍の軍司令部の参謀部に所属 し.その

特殊を技能を買われてインドネシアの芸能人相手の文化工作に一役買っていたのであるo 彼がいかめし

い軍服をつけた姿はほ とんど見たことがをhoいつも開 きんのスマー トを防暑服を着て,それには階級

を示す暑葺きえつけられていなか ったo眼にはいつ もやさしい光が漂 っていた.

彼はその所属の関係から.戦局全体の推移についても明確孝判断をもち, 1945年 8月の原子爆弾

の投下.それに伴をう終戦交渉の進行をどの情報もいち早 く私に知 らせて くれた.終戦によってこの南

海の島に孤立 した日本人の間には大 きな動揺が生 じたが.彼は早 く復員 して再び自由にカング7スに向

うことができるのが何 よDの喜びであった｡彼は毎日の ように私の家に来ては時間を過 していたo 〝ひ

とつ音楽でも聞いて心を落ちつけよr5 〝と彼はいい.私の家に保管 してあるオランダ人から接収したレ

コー ドのアルバムをさがしていたが.その中からある一冊を引き出し.眼 を輝かせてこ.5いったo 〝こ
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